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＊本機器を安全に使用し ていただ く ために

●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザーまで届けて く ださい。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書を熟読し て内容を理解し た後に行って く ださい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能を詳細に説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する

ものではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製および改変する こ と を固 く 禁じ ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告な しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を払って作成し ていますが、 万が一、 不審な点や誤 り 、

記載もれなどお気付きの点があ り ま し た ら、 エン ド レ スハウザー ( 株 ) の営業所 ・ サービ ス またはお

買い求めの代理店まで連絡し て く ださい。

●本製品の保護 ・ 安全および改善に関する注意

1) 当該製品、 および当該製品で制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを され

た場合は、 当社は安全を保証し ません。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、 供給電源電圧に合っている こ と を必ず確認し た上で、 本機器の電源を入れて く

ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「工場電気設備防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気でも使用でき る機器が

あ り ます （特別危険箇所、 第一類危険箇所および第二類危険箇所に設置）。 設置する場所に応じ て、

本質安全防爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し、 使用し て く ださい。

これらの機器は安全性を確認する ため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など十分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られています。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行ってから、 測定する対象や外部制御回路を接続し て く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、 いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関係者
の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行って く ださい。
返却時には必ず添付の 「洗浄証明書」 に記入し、 製品と一緒に送って く ださい。
必要事項を記入し ていただかない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。
また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、 返却し て く ださい。

本機器を安全に使用し ていただ く ために
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Because of legal regulations and for the safety of our employees and operating equipment, we need the "Declaration of Hazardous Material
and De-Contamination", with your signature, before your order can be handled. Please make absolutely sure to attach it to the outside of the
packaging.

Serial number

________________________
Type of instrument / sensor

____________________________________________

Process data/ Temperature _____ [°F] [°C]

Conductivity / ________

_____/

[μS/cm]

Pressure _____ [psi] [ Pa ]

Viscosity _____ [cp] [mm /s]

_____

_____

/

/
2

corrosive harmlessother *toxic

Process
medium

Identification
CAS No.

flammable
harmful/
irritantMedium /concentration

Returned part
cleaned with

Medium for
process cleaning

Medium and warnings

* explosive; oxidising; dangerous for the environment; biological risk; radioactive
*

Please tick should one of the above be applicable, include safety data sheet and, if necessary, special handling instructions.

Description of failure / __________________________________________________________________________

______________________________________________________________________________________________________________

______________________________________________________________________________________________________________

“We hereby certify that this declaration is filled out truthfully and completely to the best of our knowledge.We further certify that the returned
parts have been carefully cleaned. To the best of our knowledge they are free of any residues in dangerous quantities.”

(place, date /

Company data /

Company /

_________________________________________________

Address /

_________________________________________________

_________________________________________________

Phone number of contact person /

____________________________________________

Fax / E-Mail ____________________________________________

Your order No. / ____________________________

Used as SIL device in a Safety Instrumented System /

RA No.

Declaration of Hazardous Material and De-Contamination

Please reference the Return Authorization Number (RA#), obtained from Endress+Hauser, on all paperwork and mark the RA#
clearly on the outside of the box. If this procedure is not followed, it may result in the refusal of the package at our facility.

Name, dept./ Signature /

E+H (RA#)

/

SIL

/ /
*

* ; ; ; ;

)
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1 安全注意事項

1.1 使用目的

サーボレベルゲージ TGM5 は高精度な液面計測機能を要求とする保税タ ン クや特殊液体の製造、
管理に必要な液面、 界面、 密度計測など、 多機能計測を目的に使用されます。 それ以外にも発
電所、 ダム水位管理、 水処理施設など様々なアプ リ ケーシ ョ ンで安定し た液位測定に使用され
ます。

1.2 設置 ・ 試験 ・ 操作

• 機器の取付け、 電気設備、 ス ター ト ア ッ プ、 および保守は設備または施設の責任者の許可を
受けた訓練された作業員だけが実行でき ます。

• 作業員は必ずこの操作マニュ アルを読んで理解し てから その指示を実行する必要があ り ます。

• 機器の操作は、 設備または施設の責任者によ って許可および訓練された作業員だけが実行で
き ます。 本マニュ アルのすべての指示に必ず従って く ださい。

• 取付け業者は、 配線図に従って測定システムが正し く 配線されている こ と を確認する必要が
あ り ます。 測定システムは、 接地する必要があ り ます。 

• 設置、 試験および操作に関連する法令、 通達および規則を遵守し て く ださい。

1.3 製品取扱い上の注意

電源部
電源を入れる前に、 供給電源が当該機器の電源部の定格と整合し ている こ と を確認し て く ださ
い。

周辺機器への接続
この取扱説明書で述べられている周辺機器への接続が可能ですが、 これらの周辺機器の機能
等は、 それぞれの取扱説明書を参照し て く ださい。

接地
電源が入っている状態でアース端子やアース線を外さ ないで く ださい。

ケーブル
弊社指定ケーブルがあ る場合には、 指定ケーブルを使用し て く ださい。
必ず接地を行って く ださい。

1.4 操作の安全性

危険区域

• 危険地区での使用には、 防爆構造の機器を使用し て く ださい。

• 危険地区において、 通電状態では蓋は開けないで く ださい。

• これらの機器の取付、 配線、 配管、 保守、 点検、 修理は防爆機器の使用に関する 「工場電気
設備」 等の関連する法令、 通達、 規則を遵守し て行って く ださい。

• ケーブルグ ラ ン ド はし っか り と締めて く ださい。

• 防爆構造機器の改造、 変更は絶対に行わないで く ださい。

• 防爆機器の使用に関する 「工場電気設備防爆指針」 等に基づいて保守や修理の際には弊社ま
で連絡し て く ださい。

• 防爆注意事項説明書が同梱されている場合には、 説明書の指示および定格を遵守し て く ださ
い。

警告！
本書で記載されている取扱い以外は絶対に行わないで く ださい。 本書の内容を無視し て誤った
取扱いをする と、 事故につながる恐れがあ り ます。
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1.5 静電気対策

• 導電率が 10-8S/ｍ 以下の可燃性液体に使用する場合は、でき るだけステ ィ ルウ ェルを設置し、
使用し て く ださい。

• やむを得ずステ ィ ルウ ェルな しで使用する場合には、 液面計の操作は、 下表に示す十分な静
置時間を置いてから行って く ださい。

• TGM5 本体は必ずタ ン ク本体に接地し て く ださい (1Ω 以下 )。

• タ ン ク にステ ィ ルウ ェルを付けた時の静置時間は下表において 10ｍ3 以下の値と な り ます。

• 詳細については、 静電気安全指針 （独立行政法人 　 労働安全衛生総合研究所） を参照し て く
ださい。

注意！
TGM5 を タ ン ク開放または休止等によ り 長時間使用し ない場合、 デ ィ スプレーサを所定の位置
に停止させ、 TGM5 の電源を切って く ださい。

導電率 〔S/cm〕

静置時間の参考値 ( 分 )

タ ン ク内液体の容積 　 〔ｍ3〕

≤ 10 10 ～ 50 50 ～ 5000 ≥ 5000

≥ 10-8 ≥ 1 ≥ 1 ≥ 1 ≥ 2

10-12 　 ～ 　 10-8 ≥ 2 ≥ 3 ≥ 10 ≥ 30

10-14 　 ～ 　 10-12 ≥ 4 ≥ 5 ≥ 60 ≥ 120

≤ 10-14 ≥ 10 ≥ 10 ≥ 120 ≥ 240

参考資料 ： （独） 労働完全衛星総合研究所 「静電気安全指針」
6 Endress+Hauser
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1.6 安全に関する表記規則 ・ 記号

本取扱説明書では、 安全確保の手順または代替操作手順を強調するために以下の表記規則が使
用され、 左の欄にそれぞれの該当する ア イ コ ンが表示されています。

安全に関する表記規則

危険！
適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う 事故、 あ るいは計器
の破損を招 く 操作または手順を強調し ます。

警告！
適切に行わなければ人体の損傷、 あ るいは計器本体の誤動作を招 く
操作または手順を強調し ます。

注意！
適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あ るいは計器の予測を
超えた応答につながる操作または手順を強調し ます。

防爆防止

防爆認定装置
装置の型式銘板にこの記号が表示されている場合、 その装置は爆発
危険区域で使用する こ と ができ ます。

爆発危険区域
図面上で爆発危険区域を示す場合に使用される記号です。 「爆発危険
区域」 と表示された区域内や配線口区域に設置される装置は、 規定
の保護タ イプに準拠し なければな り ません。

安全区域 ( 爆発の危険がない区域 )
必要に応じ て、 図面上で爆発の危険がない区域の表示に用いる記号
です。 安全区域に設置される装置であって も、 それから出る配線が
防爆危険区域に入る ものであれば防爆認定を受けていなければな り
ません。 

電気系統

直流電圧
直流電圧がかかっている、 あ るいは直流電流が流れている端子です。

交流電圧
交流 （正弦波） 電圧がかかっている、 あ るいは交流電流が流れてい
る端子です。

接地 ( アース） 端子
操作員のために既に一定の接地システムを用いて接地 ( アース ) され
た端子です。

保護用接地 ( アース ) 端子
他の接続が行われる以前に接地されていなければな ら ない端子です。

等電位接続 ( アース結合 )
設備の接地システム と接続する必要な端子 ： これはそれぞれの国や
社会のや り 方によ って、 例えば等電位線あ るいは星型結線接地シス
テムなどがあ り ます。 

EX

EX
Endress+Hauser 7
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2 識別

2.1 機器の表示

2.1.1 銘板

機器の型式銘板には、 以下の技術データが示されています。

図 1: TGM5 銘板

注意！

• TGM5 は、TGM4000 の後継器と し て TGM5000 の製品名で皆様にご愛顧いただいていま し たが、
エン ド レ スハウザーグループの導入システム （SAP） に伴い、 製品名は TGM5 にな り ま し た。

• TGM5 の銘板では、 防爆型式 ④ と オーダーコード ①が異なっています。 詳細な情報が必要な
場合には、 最寄のエン ド レ スハウザーまで問い合わせて く ださい。
8 Endress+Hauser
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2.2 注文情報

010 ド ラ ム室 圧力等級 ; 材質 ：

0 0… 50kPa; AC4CT6

4 0… 588kPa; AC4CT6

A 0… 294kPa; SCS13 

6 0… 2.45MPa; SCS13 

020 認証 ：

E 耐圧防爆 （d2G4/TIIS）

W 防水防塵 IP65

030 アプ リ ケーシ ョ ン ：

A 液面

B 液面、 封印仕様

D 液面 , 界面 , 密度

E 液面 , 界面 , 密度 , 封印仕様

Y 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ

040 出力 1 ：

0 な し

1 4-20ｍA 

2 双方向 2 線式 (MIC, BBB, MDP プロ ト コル )

4 双方向 2 線式 (V1 プロ ト コル )

5 BCD パラ レル （エ ミ ッ タ コモン）

6 BCD パラ レル （コ レ ク タ コモン）

7 FFi 光通信

8 サ ク ラ コー ド パラ レル ( エ ミ ッ タ コモン )

A サ ク ラ コー ド パラ レル ( コ レ ク タ コモン）

9 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ

050 出力 2 ：

E 4 x リ レー SPST

F 4 x リ レー SPST， 4-20mA

G 4 x リ レー SPST， モニ タ DRM

H 4 x リ レー SPST， 4-20mA， モニ タ DRM

0 な し

1 4-20ｍA

2 4 x ア ラーム ( オープン コ レ ク タ )

3 モニ タ DRM

A 4-20ｍA , ４ x ア ラーム （オープン コ レ ク タ）

B 4-20ｍA , モニ タ DRM

C 4 x ア ラーム （オープン コ レ ク タ） , モニ タ DRM

D 4-20ｍA, ４ x ア ラーム （オープン コ レ ク タ） , モニ タ DRM

Y 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ

060 入力 ：

0 な し （NRF, NMT 接続）

1 4-20ｍA 

2 4 x ステータ ス

3 1 x スポ ッ ト 温度 Pt100/JPt100

4 4 x スポ ッ ト 温度 Pt100/JPt100

6 平均温度 Pt100/JPt100 （RCV）

A 4-20ｍA , 1 x スポ ッ ト 温度 Pt100/JPt100

B 4-20ｍA , 4 x スポ ッ ト 温度 Pt100/JPt100

C 4-20ｍA , 平均温度 Pt100 （RCV）

D 4 x ステータ ス , 1 x スポ ッ ト 温度 Pt100/JPt100

F 4 x ステータ ス , 4 x スポ ッ ト 温度 Pt100/JPt100

G 4 x ステータ ス , 平均温度 Pt100/JPt100 （RCV）

J 4-20ｍA , 4 x ステータ ス

K 4-20ｍA , 4 x ステータ ス , 1 x スポ ッ ト 温度 Pt100/JPt100

L 4-20ｍA , 4 x ステータ ス , 4 x スポ ッ ト 温度 Pt100/JPt100

M 4-20ｍA , 4 x ステータ ス , 平均温度 Pt100/JPt100

Y 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ
Endress+Hauser 9



サーボレベルゲージ TGM5000 　 TGM52 　 識別
070 計測レ ンジ ; ワ イ ヤ ：

E 0 - 16m ; SUS316 (PFA コーテ ィ ング ), 0.4mm

G 0 - 30m ; SUS316, 0.2mm

H 0 - 30m ; ア ロ イ C , 0.2mm

J 0 - 50m ; SUS316, 0.15mm

Y 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ

080 電線管口 ：

0 1 ｘ ネジ NPT 3/4

1 2 ｘ ネジ NPT 3/4

2 3 ｘ ネジ NPT 3/4

3 4 ｘ ネジ NPT 3/4

4 1 ｘ ネジ NPT 1

5 2 ｘ ネジ NPT 1

6 3 ｘ ネジ NPT 1

7 4 ｘ ネジ NPT 1

8 1 ｘ ネジ PF (G) 3/4

A 2 ｘ ネジ PF (G) 3/4

B 3 ｘ ネジ PF (G) 3/4

C 4 ｘ ネジ PF (G) 3/4

D 1 ｘ ネジ PF (G) 1

E 2 ｘ ネジ PF (G) 1

F 3 ｘ ネジ PF (G) 1

G 4 ｘ ネジ PF (G) 1

M 1 ｘ ネジ M25

N 2 ｘ ネジ M25

P 4 ｘ ネジ M25

Q 3 ｘ ネジ M25

9 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ

090 プロ セス接続 ：

A 10K 80A RF, フ ラ ンジ JIS B2220

E 20K 80A RF, フ ラ ンジ JIS B2220

G 3"150lbs RF, フ ラ ンジ ANSI B16.5

J 3"300lbs RF, フ ラ ンジ ANSI B16.5

Q 80A 150lbs RF, フ ラ ンジ JPI 7S-15 

R 80A 150lbs FF, フ ラ ンジ JPI 7S-15

S 80A 300lbs RF, フ ラ ンジ JPI 7S-15 

Y 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ

100 電源 ：

A AC 100V 50/60Hz

B AC 110V 50/60Hz

C AC 200V 50/60Hz

D AC 220V 50/60Hz

E AC 60V 50/60Hz

Y 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ

110 デ ィ スプレーサ ：

1 円錐形 70mm ； SUS316,

2 円錐形 70mm ； SUS316 (PFA コーテ ィ ング）

4 円筒形 50mm ； SUS316

5 球形 50mm ； SUS316

6 円筒形 50mm ; PTFE

7 円筒形 30mm ; SUS316 

9 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ
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120 Ｏ リ ング ; ド ラ ム室内面仕上げ ：

A NBR ; な し

K PTFE ( ワ イ ヤ ド ラ ム FKM） ； な し

N PTFE ( ワ イ ヤ ド ラ ム FKM） ； FEP コーテ ィ ングﾞ

D シ リ コ ンゴム ; な し

E シ リ コ ンゴム ; 切削

F シ リ コ ンゴム ; エポキシ コー ト

Y 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ

130 追加オプシ ョ ン ：

A な し

B ガ イ ド ワ イ ヤ取付け

C Rc 3/8, 洗浄 ノ ズル

D Rc 3/8, ガスパージ ノ ズル

F 日除けカバー

Y 特殊仕様 , TSP No. 要問合せ

TGM5- 仕様コー ド （全仕様完了）
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2.3 納入品目

警告！
計測機器の開梱、 搬送および保管は、 「製品の受入れ ・ 輸送 ・ 保管」 で記載し ている手順で正し
く 行われる必要があ り ます。

次の品目が納入されます。

• 組立て済みの機器

付属文書

• 取扱説明書 （本書）

• TGM5 HHT2 （ハン ドヘル ド ター ミ ナル） 操作＆設定 （BA）

• モジ ュール説明書 　 TGM5 モジュール （BA）

2.4 商標登録

HART®

Registered trademark of HART Communication Foundation, Austin, USA
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3 設置

3.1 製品の受入れ ・ 輸送 ・ 保管

3.1.1 受入れ

梱包と中身について損傷跡の有無をチェ ッ ク し て く ださい。 荷物をチェ ッ ク し、 不足品がない
こ と、 納入品が注文と一致し ている こ と を確認し て く ださい。

3.1.2 輸送

警告！

• 18kg を超える装置の安全注意事項および輸送条件に従って く ださい。

• 輸送の際は、 ハウジングだけを掴んで本装置を持ち上げないよ う にし て く ださい。

3.1.3 保管

保管および輸送の際は、 本装置を衝撃から保護される よ う に梱包し て く ださい。 梱包は、 オ リ
ジナル梱包材を使用する と最適に保護でき ます。
保管温度は、 -20 ℃ ～ +60 ℃ (-4°F ～ +140°F) です。

3.2 取扱い上の注意

ワ イヤ ド ラ ム ・ デ ィ スプレーサ

注意！

• ワ イヤ ド ラ ム とデ ィ スプレーサは、 必ず液面計の据付けおよび配線工事が終了し た後に取 り
付けて く ださい。 ただし、 φ70 のデ ィ スプレーサのみ、 ワ イヤ ド ラ ムに取付けて出荷されま
す。

• 取付けおよび調整を弊社に依頼されている場合は、 ワ イヤ ド ラ ム とデ ィ スプレーサの取扱い
は、 開梱を含めてサービ ス担当者に依頼でき ます。

ハン ドヘル ド ター ミ ナル
必ずハン ドヘル ド ター ミ ナルを使用し て、 データの設定 （条件設定） を行って く ださい。
条件設定を行わない と、 正常な計測ができ ません。

攪拌時の取扱い
液体が激し く 攪拌される タ ン ク で使用される場合は、 ステ ィ ルウ ェルを設置するか攪拌時には、
デ ィ スプレーサを巻き上げて く ださい。
液体のエアー押し時や、 激しい攪拌によ り 液面に流れが発生する と、 正常な計測ができ ない場
合があ り ます。 諸条件を考慮の上あ らかじめ対策を施し て く ださい。

出荷時設定密度
出荷時設定密度 ： 1g/ ㎝ 3

調整する場合には、 実液の密度に変更し て く ださい。
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3.3 タ ン ク計測における各部の名称

図 2: 各部の名称
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3.4 外形図 ・ 寸法

3.4.1 低圧 ・ 中圧 ド ラム室 ： アル ミ ニウム

図 3: 低 ・ 中圧仕様の寸法

3.4.2 中圧 ド ラム室 ： ステンレス

図 4: 中圧仕様の寸法
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3.4.3 高圧 ド ラム室 ： ステンレス

図 5: 高圧仕様の寸法

3.4.4 光 （FFi） 通信 ： 低圧 ・ 中圧 ド ラム室 ： アル ミ ニウム

図 6: 低中圧の寸法 （光通信）
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3.5 設置の種類

TGM5 の取付けは、 以下の要領で行 う こ と ができ ます。

• ノーガイ ド方式

• ステ ィ ルウ ェルを設置する場合

• ガイ ド ワ イヤを設置する場合

3.5.1 取付け概略図

図 7: アプ リ ケーシ ョ ン
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3.5.2 ノ ーガイ ド方式

これは、 ステ ィ ルウ ェルなどのガイ ド を使用し ない方式です。

図 8: ノーガイ ド方式の取付け

D₁ > d + 10mm
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3.5.3 ステ ィ ルウ ェル方式

ステ ィ ルウ ェルの直径
ステ ィ ルウ ェルの直径は、 測定ワ イヤが正常に動作するために十分な太さが必要です。
ステ ィ ルウ ェルには、 同芯レジューサ付ステ ィ ルウ ェル と偏芯レジューサ付ステ ィ ルウ ェルの 2
種類があ り ます。

注意！

• ボールバルブは加圧し た液体用タ ン ク上に TGM5 を取付ける際に必要 と な り ます。

• 偏芯レジ ューサ付ステ ィ ルパイプに TGM5 を取付ける場合には、 「図 9 ： ステ ィ ルウ ェル方式
の取付け」 の方向で取付けて く ださい。

• デ ィ スプレーサは、 タ ン ク ト ッ プ と タ ン ク ボ ト ムの間で水平にも移動し ます。 そのため、 必
要と な る ステ ィ ルウ ェルの直径 ( 内径 ) の計算式は、 以下のよ う にな り ます。 新し く ステ ィ
ルウ ェルを設置するにあた り 、 参考にし て く ださい。

• ステ ィ ルウ ェル上部

D1 > d + 10 mm

ただ し、 D1 > は 3" 以上の径が必要です。
 

• ステ ィ ルウ ェル下部

– 偏芯レジューサ付ステ ィ ルウ ェル 

D2 > d+ eL + 2vL+ 10mm 

– 同芯レジューサ付ステ ィ ルウ ェル 

D2 > d + 2eL + 2vL + 10mm

注意！

ステ ィ ルウ ェル施工上の注意

• ステ ィ ルウ ェルのつなぎ目内面には、 凹凸のないよ う な構造にし て く ださい。

• 穴加工をする時には、 内部にバ リ やカエ リ のないよ う に仕上げて く ださい。

• ステ ィ ルウ ェル内部には、 メ ッ キや塗装を施すなど し て、 大量のサビが出ないよ う にし て く
ださい。

• ステ ィ ルウ ェルは、 必ず液面に対し て垂直に施工し て く ださい。

• TGM5 と バルブの中心を合わせながら、 偏芯レジューサをバルブの下に設置し て く ださい。

• 偏芯レジ ューサ付ステ ィ ルウ ェルの場合は、 下部の中心をデ ィ スプレーサの移動方向にずら
し て施工し て く ださい。

記号 詳細

D1 ステ ィ ルウ ェル上部の内径

D2 ステ ィ ルウ ェル下部の内径

L TMG5 のフ ラ ンジから ステ ィ ルウ ェルの底までの長さ

v ステ ィ ルウ ェルの垂直度 （mm/m）

d デ ィ スプレーサの直径

e ワ イヤ ド ラ ム水平方向移動のピ ッチ

オーダーコード ： 070 計測レ ンジ ・ 材質 ・ ワ イヤ径 e = ピ ッチ (mm)

E 0 ～ 16m ; SUS316 (PFA コーテ ィ ング ), 0.4mm 0.65

G 0 ～ 30m ; SUS316, 0.2mm 0.47

H 0 ～ 30m ; ア ロ イ C , 0.2mm 0.47

J 0 ～ 50m ; SUS316, 0.15mm 0.33
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図 9: ステ ィ ルウ ェル方式の取付け
20 Endress+Hauser



サーボレベルゲージ TGM5000 　 TGM5 3 　 設置
3.6 ガイ ド ワイヤ方式

この方式は、 ステ ィ ルウ ェル方式が使用でき ない場合の取付け方式です。

図 10: ガイ ド ワ イ ヤ方式の取付
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3.7 取付け準備

3.7.1 フ ラ ンジ

TGM5 を取 り 付ける前に、 タ ン ク に取付け ノ ズルおよびフ ラ ンジ部を用意し ます。 フ ラ ンジの
サイ ズはお客様のタ ン ク の種類や大き さ または購入し た TGM5 の種類にも よ り ますが、 直径
80A （3B） のものを標準 と し ています。

注意！

• TGM5 のフ ラ ンジサイ ズを確認し て く ださい。

• フ ラ ンジを タ ン ク の ト ッ プに取 り 付ける際に、 フ ラ ンジ面は、 ±1 度以内で水平に取 り 付けま
す。

• 取付け ノ ズルが長い場合には、 デ ィ スプレーサが取付け ノ ズルの壁面に触れないよ う に注意
し て く ださい。 取付け ノ ズルが垂直でない場合にも、 デ ィ スプレーサが壁面に触れて し ま う
恐れがあ り ます。 （例） ： 取付け ノ ズルの長さが 80mm を超え、 10mm 以上傾いている施工され
ている場合は、 直径 50mm のデ ィ スプレーサは、 ノ ズルの壁面に当たるので、 注意し て く だ
さい。

図 11: ノ ズル と フ ラ ンジ

注意！
ステ ィ ルウ ェルやガイ ド ワ イヤなどのガイ ド がない場合 ( ノーガイ ド方式 ) は、 以下の事項を
守って く ださい。

• 取付け ノ ズルの施工位置はタ ン ク上部から見た と き、 液体を取 り 入れる受入パイプよ り 45 度
～ 90 度 ( または -45 度～ -90 度 ) の範囲内に施工し て く ださい。 これによ り 、 タ ン ク内部の
液面の波立ちによ るデ ィ スプレーサの強い揺れを軽減でき ます。

• 取付け ノ ズルは、 タ ン ク の壁面よ り 少な く と も 500mm 以上離し て取 り 付けて く ださい。 タ ン
ク の壁面近 く は、 タ ン ク外の環境温度に影響されやすいため、 ノ ズルは壁面よ り 少し遠ざけ
て取 り 付けます。

• TGM5 のデ ィ スプレーサの下限停止レベルは、 少な く と も液体を取 り 入れる受入パイプから
500mm 上部に設定し て く ださ い。 これは、 流入し て く る液体に直接デ ィ スプレーサが当た ら
ないよ う にするための措置です。

• タ ン ク の状態や形状などで、 ステ ィ ルウ ェルを取 り 付け られない場合は、 ガイ ド ワ イヤ方式
を検討し て く ださい。 また、 取付け上の問題点については、 最寄 り の弊社営業所に問い合わ
せて く ださい。
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図 12: ノ ズル と デ ィ スプレーサの位置

警告！

• タ ン ク に液体を入れる前に、 下限停止レベル状態のデ ィ スプレーサがタ ン ク内部の ヒ ーテ ィ
ング コ イル等に当たっていないこ と を確認し て く ださい。

• 内部の液体を排出する場合は、 誤ってデ ィ スプレーサが流れに巻き込まれないよ う に注意し
て く ださい。

注意！
計測し ている液体の導電率が 10-8s/cm よ り 低ければ、 非導電性の液体とみな し ます。 このた
め、 タ ン クへの取付けは、 ステ ィ ルウ ェル方式またはガイ ド ワ イヤ方式を推奨し ます。
帯電物体の容積に対する静置時間の参考値は、 ｢ 1. 安全に関する注記」 を参照し て く ださい。
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3.8 ワイヤ ド ラム ・ デ ィ スプレーサの取付け

TGM5 を納入する場合には、 デ ィ スプレーサの取付け方法によ って 2 種類の梱包方法で納入さ
れます。

1. オールイ ン ワ ン は TGM5 本体にワ イヤ ド ラ ム とデ ィ スプレーサが取 り 付け られています。
この場合は、 TGM5 に付属し ている梱包材を手順に従って取 り 外し て く ださい。

2. デ ィ スプレーサが TGM5 本体と別梱包で納入されます。 こ の場合は、TGM5 内部のワ イヤ ド
ラ ム とデ ィ スプレーサを取付ける必要があ り ます。 「3.8.2 　 別梱包の場合」 の手順に従って
取 り 付けて く ださい。

3.8.1 オールイ ンワンの場合

注意！
本計器には付属品のワ イヤ ド ラ ム とデ ィ スプレーサが内部に組み込まれてお り ます。 これらの
部品を保護するため、 内部梱包材が取 り 付けてあ り ますので、 計器を取付け後、 作動させる前
に次の手順に従って これらの梱包材を取 り 外し て く ださい。

梱包材の取外し手順

1. ド ラ ム室蓋 [1] を本体から取 り 外し ます。

2. キ ャ リ ブレーシ ョ ン窓 [8] 取 り 外し ます。

3. 固定スポンジ [12] を左右から それぞれ抜き取 り ます。

• 測定用ワ イヤを引っ掛けて破損させないよ う に注意し て く ださい。

4. デ ィ スプレーサ [9] のワ イヤフ ッ ク [11] 下部をつかみ、 上方へ少し持ち上げて、 吊 り ワ イ
ヤ [6] の下部フ ッ ク を外し ます。

• 測定用ワ イヤに急激な力が加わら ないよ う に注意し て く ださい。

5. ゆっ く り デ ィ スプレーサを降ろ し、 測定用ワ イヤで吊 り 下がった状態にし ます。

6. 吊 り ワ イヤ と固定ネジを本体から外し ます。

• 吊 り ワ イヤを取 り 外し た後、 測定用ワ イヤにデ ィ スプレーサが接続されている こ と を再
確認し て く ださい。

7. ワ イヤ ド ラ ムに貼 り 付けてあ る テープ [7] の上端を手で引っ張って取 り 外し ます。

• ワ イヤ ド ラ ムに傷をつけないよ う に必ず手でゆっ く り 剥がし て く ださい。

8. 3 本の取付けビ ス を緩めワ イヤ ド ラ ム ス ト ッパ [3] を取 り 外し ます。

9. キ ャ リ ブレーシ ョ ン窓を本体に取付けます。

10. O リ ング [2] が溝に入っている こ と を確認し ます。

11. 裏蓋を本体に取付けます。

以上で梱包材の取外し手順は終了です。

注意！

1. タ ン ク取付け後、 早めに上記作業を行って く ださ い。 長時間こ のま まの状態で放置する と
タ ン ク内部の環境によ っては梱包材に錆や腐食が発生する こ と があ り ますので注意し て く
ださい。

2. 本計器にはワ イヤ ド ラ ム とデ ィ スプレーサがすでに組み込まれているため、 タ ン ク取付け
後の組込み作業は不要です。
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図 13: TGM5 取付け
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3.8.2 別梱包の場合

注意！
TGM 本体と ワ イヤ ド ラ ムが別々に発送された場合は、 ワ イヤ ド ラ ムの取付けをお客様ご自身で
行っていただき ます。
通常 TGM5 本体にワ イヤ ド ラ ムが組み込まれて発送されますが、 デ ィ スプレーサの形状によ り 、
TGM5 本体と ワ イヤ ド ラ ムおよびデ ィ スプレーサが別々に発送される場合があ り ます。

ワ イヤ ド ラ ムの取付け手順

1. ド ラ ム室蓋を本体から取 り 外し ます。

2. キ ャ リ ブレーシ ョ ン窓取 り 外し ます。

3. 軸受ブラ ケ ッ ト をプラ ス ド ラ イバで取 り 外し ます。

4. ワ イヤ ド ラ ムに貼付けてあ る紙テープの上端を手で引っ張って取外し ます。

• ワ イヤ ド ラ ムに傷を付けないよ う に必ず手でゆっ く り 剥がし て く ださい。

5. ワ イヤ リ ングがキ ャ リ ブレーシ ョ ン窓の中央付近にな る よ う に測定ワ イヤをほど き ます。

6. 測定ワ イヤが垂直に垂れ下がっている こ とおよび測定ワ イヤにキン ク等の異常がないこ と
を確認し ます。

7. 最初に測定ワ イヤを ド ラ ム室に入れてから、 ド ラ ム室の中央にあ る黒い色の ド ラ ム軸受け
に ド ラ ム軸を差し込みます。

• ワ イヤ ド ラ ムおよび測定ワ イヤを傷付けないよ う に注意し て く ださい。

8. ド ラ ム軸が確実に ド ラ ム軸受けに差し込まれた こ と を確認し ます。

9. 軸受けブラ ケ ッ ト の中央にあ る も う 一方の軸受けで、 ワ イヤ ド ラ ムの軸を受ける よ う にし
て、 ネジで止めます。

10. Ｏ リ ングが溝に入っている こ と を確認し ます。

11. ド ラ ム室蓋を本体に取付けます。

以上でワ イヤ ド ラ ムの取付け手順は終了です。

デ ィ スプレーサの取付け

A ： デ ィ スプレーサが TGM5 本体と は別梱包で送られてき た場合には、 TGM5 を タ ン ク ト ッ プの
ノ ズルに取付ける前に、 デ ィ スプレーサを TGM5 に取 り 付ける作業が必要 と な り ます。

B ： TGM5 を タ ン ク に取付けた後でも、 直径 70mm 以下のデ ィ スプレーサはキ ャ リ ブレーシ ョ ン
窓よ り 取 り 付ける こ と も可能です。
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A の場合の取付け 手順 注意

図 14: デ ィ スプレーサの取付け 1

1. TGM5 本体を タ ン ク に設置する前
にデ ィ スプレーサを取付ける場合

• 取 り 出し た TGM5 を架台か、2 つ
並べたブロ ッ ク の上に左図のよ
う に載せます。

• TGM5の下に十分なスペースがあ
る こ と を確認し た ら、 デ ィ スプ
レーサの取付け作業にかか り ま
す。

TGM5 を落さ ないよ う に気を付けて
く ださい。

図 15: デ ィ スプレーサの取付け 2

2. ド ラ ム室の蓋の Ｍ8 六角ボル ト を
外し て、 蓋を取 り 外し ます。

3. 軸受けブラ ケ ッ ト を取外し ます。

4. ワ イヤ ド ラ ムを外し、 測定ワ イヤ
を止めている テープを外し ます。

5. ワ イヤ ド ラ ムを ド ラ ム室の軸受け
にはめ、 軸受ブラ ケ ッ ト を取 り 付
けます。

ワ イヤは傷を付けた り キン ク させた
り する こ と がないよ う に丁寧に取 り
扱って く ださい。

図 16: デ ィ スプレーサの取付け 3

6. ワ イヤフ ッ クがフ ラ ンジの外に出
る まで、 ワ イヤ ド ラ ムを時計回 り
にゆっ く り と回転させます。

7. デ ィ スプレーサを ワ イヤフ ッ ク に
掛けます。

8. デ ィ スプレーサが落ちないよ う に
図のよ う に吊 り 金具に付属の針金
を巻き付けます。

9. デ ィ スプレーサを巻き上げて格納
し ます。

• 測定ワ イヤの取扱いは慎重に
行って く ださい。 無理な力を加
えた り 、 キン ク させた り する と、
測定ワ イヤの破損につなが り ま
す。

• ワ イヤ ド ラ ムは 1/5 回転づつ回転
し ます。

• ワ イヤ ド ラ ム 1 回転でデ ィ スプ
レーサは 400mm 移動し ます。

図 17: デ ィ スプレーサの取付け 4

10.TGM5 を タ ン ク ト ッ プの ノ ズルの
上に取付けます。

11.デ ィ スプレーサを巻き下げげて、
ノ ズルの内面に接触し ないこ と を
確認し て く ださい。

12.再度、 ワ イヤフ ッ ク がキ ャ リ ブ
レーシ ョ ン窓から見え る まで引き
上げます。

13. ド ラ ム室およびキ ャ リ ブレーシ ョ
ン窓に蓋を し ます。

• 電源を入れる前に測定ワ イヤが
き ちん と ワ イヤ ド ラ ムの溝に
沿って巻かれている こ と を確認
し て く ださい。

• 測定ワ イヤがき ちん と ワ イヤ ド
ラ ムの溝に沿って巻かれていな
い場合には、 少し戻し て も う 一
度巻上げて く ださい。
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B の場合の取付け 手順 注意

図 18: デ ィ スプレーサの取付け 1

1. TGM5 本体がすでに設置されてい
る場合は、 キ ャ リ ブレーシ ョ ン窓
の蓋を取 り 外し ます。

• TGM5 本体を必ずタ ン ク に固定
し、 安全確認を し てから作業を
行って く ださい。

• デ ィ スプレーサの取付けは、 全
てキ ャ リ ブレーシ ョ ン窓から行
う ので、 ワ イヤのキン ク、 損傷
などには十分に気をつけて く だ
さい。

図 19: デ ィ スプレーサの取付け 2

2. ド ラ ム室の蓋の Ｍ8 六角ボル ト を
外し て、 蓋を取 り 外し ます。

3. 軸受けブラ ケ ッ ト を取外し ます。

4. ワ イヤ ド ラ ムを外し、 測定ワ イヤ
を止めている テープを外し ます。

ワ イヤは傷を付けた り キン ク させた
り する こ と がないよ う に丁寧に取 り
扱って く ださい。

図 20: デ ィ スプレーサの取付け 3

5. 片手でワ イヤ ド ラ ムを持ちワ イヤ
の長さ が 50cm ぐ らい垂れる よ う
にし ます。

6. ワ イヤ ド ラ ムのワ イヤをテープで
仮止めし ます。

7. ワ イヤ リ ングを ド ラ ム室に入れ、
リ ングがキ ャ リ ブレーシ ョ ン窓か
ら出る よ う に引き出し ます。

ワ イヤは傷を付けた り キン ク させた
り する こ と がないよ う に丁寧に取 り
扱って く ださい。

図 21: デ ィ スプレーサの取付け 4

8. ワ イヤ ド ラ ム室の軸受けにワ イヤ
ド ラ ムを一時的に仮置き し ます。

9. ワ イヤ リ ングにデ ィ スプレーサを
取 り 付けます。

10.デ ィ スプレーサが落ちないよ う に
吊 り 金具に付属の針金を巻き付け
ます。

• 測定ワ イヤの取扱いは慎重に
行って く ださい。 無理な力を加
えた り 、 キン ク させた り する と、
測定ワ イヤの破損につなが り ま
す。
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B の場合の取付け 手順 注意

図 22: デ ィ スプレーサの取付け 1

11.両手を ( 片手でワ イヤ ド ラ ム、 片
手でデ ィ スプレーサ ) を持って、
ワ イヤ ド ラ ムを ド ラ ム室から外し
て、 持ち上げながら、 デ ィ スプ
レーサをキ ャ リ ブレーシ ョ ンチャ
ンバー内に収めます。

12.ワ イヤ リ ングがキ ャ リ ブレーシ ョ
ン窓の中心になる位置にデ ィ スプ
レーサを持っている手を固定し、
ド ラ ムを持っている方の手を持上
げて、 デ ィ スプレーサを持つ手を
離し て もデ ィ スプレーサが急激に
落下し ないよ う にワ イヤにテン
シ ョ ンをかけます。

• 絶対に ド ラ ム室やキ ャ リ ブレー
シ ョ ン窓でワ イヤを こすった り
し て損傷を与えないよ う に慎重
に作業を行って く ださい。

• ワ イヤ ド ラ ムは 1/5 回転づつ回転
し ます。

• ワ イヤ ド ラ ム 1 回転でデ ィ スプ
レーサは 400mm 移動し ます。

図 23: デ ィ スプレーサの取付け 2

13.デ ィ スプレーサを持つ手を離し ま
す。

14. ド ラ ムのテープを外し ます。

15.ワ イヤ ド ラ ムを ド ラ ム室の軸受け
に取 り 付けます。

16.ブラ ケ ッ ト を取 り 付けます。

17.手で ド ラ ムを 1 ～ 2 極回し て、
デ ィ スプレーサを巻き上げて、 ノ
ズルの内面に接触し ないこ と を確
認し ます。

18.ワ イヤフ ッ ク がキ ャ リ ブレーシ ョ
ン窓から見え る まで引き上げます。

19. ド ラ ム室およびキ ャ リ ブレーシ ョ
ン窓に蓋を し ます。

• 電源を入れる前に測定ワ イヤが
き ちん と ワ イヤ ド ラ ムの溝に
沿って巻かれている こ と を確認
し て く ださい。

• 測定ワ イヤがき ちん と ワ イヤ ド
ラ ムの溝に沿って巻かれていな
い場合には、 少し戻し て も う 一
度巻上げて く ださい。
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4 ケーブル接続

警告！
GM5 への接続時には、 端子配列および内部配線が仕様によ り 異な り ますので間違えないよ う 、
必ず納入仕様書をご確認 く ださい。

ケーブルの詳細については、 下表を参照し て く ださい。

注意！
TGM5 の端子部電源電圧が公称電圧の 90% 以上になる よ う に、 ケーブルを選定し て く ださい。

入出力信号 推奨する ケーブルの種類 推奨ケーブル 備考

電源 （注意参照） PVC または PE 絶縁 600V

耐圧電線シール ド付また

はこれ と同等のもの

CVV-S 消費電力 23VA よ り コ ア

面積を決定し て く ださ

い。

デジ タル信号

（双方向 2 線電送

DRM9700 通信）

デジ タル通信用ツ イ ス ト

ぺケーブル

CPEV

KPEV

CPEVφ1.2 で MAX. 6km

伝送可能です。

HART 通信

（NMT、 NRF 通信）

デジ タル通信用シール ド

付ツ イ ス ト ペアケーブル

CPEV-S

KPEV-S

4 ～ 20ｍA 入出力 PVC または PE 絶縁電線 CVV-S

接点入出力 PVC または PE 絶縁電線 CVV-S 接点出力最大定格電圧は

DC30V、 接点入力は

DC12V を使用し て く だ

さい。

RCV、 RCS/NC

温度入力

（Pt100Ω）

一般制御用電線

（電線管、 フ レキシブル

チューブ使用）

IV 電線 電線管を使用し ない場合

は、 CCV-S ケーブルを

使用し て く ださい。

BCD サク ラ コード

パラ レル出力

多芯ツ イ ス ト ペアケーブ

ルまたは同等品

CPEV-S

KPEV-S

レベル伝送 19999mm の

場合、 18 コ ア必要と な

り 、 ペア数は 9P です。
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AC100V 仕様の TGM5 の場合

図 24: 接続ケーブル

上記計算式に次の値を代入し た場合の表

ケーブル 1 の長さ ： 1km
ケーブル 2 の長さ ： 2km

①　ケーブル1による電圧降下：　

7 × 0.23 A × R
1 
Ω ＝ 23R

1
（V）

②　ケーブル2による電圧降下：　

7 × 0.23 A × R
2 
Ω ＝ 0.23R

2 
（V）

両ケーブルの電圧降下：100 (V) - 90 (V) = 10 (V)

7 > 23R
1 
(V) + 0.23 R

2 
(V)

供給電流：
100 V
23 VA

＝0.23 A 断面積 1 km当りの抵抗値

1.25 mm2

2.0 mm2

3.5 mm2

5.5 mm2

8 mm2

14 mm2

14.7 Ω

9.5 Ω

5.3 Ω

3.4 Ω

2.3 Ω

1.3 Ω

TGM5000

JB

#1

#2

#3

#7

供給電源

ケーブル1
距離 L

1
 (Km)

ケーブル 2
距離 L

2
 (Km)

電圧降下の計算式 電源ケーブルデータ

ｹｰﾌﾞﾙ１

断面積 (mm2)
1km当りの
抵抗値(Ω)

2kmの
抵抗値（Ω）

ｹｰﾌﾞﾙ1の
電圧降下（V)

ｹｰﾌﾞﾙ2

断面積 (mm2)
100mの

抵抗値（Ω）

ｹｰﾌﾞﾙ2の
電圧降下（V)

ｹｰﾌﾞﾙ1,2の
電圧降下（V)

TGMの
端子電圧（V) 判定

1.25 14.70 29.40 29.40 29.694 70.306 NG

2.00 9.50 19.00 19.00 19.294 80.706 NG

3.50 5.30 10.60 10.60 10.894 89.106 NG

5.50 3.40 6.80 6.80 7.094 92.906 OK

8.00 2.30 4.60 4.60 4.894 95.106 OK

14.00 1.30 2.60 2.60 2.894 97.106 OK

1.25 14.70 29.40 29.40 29.59 70.41 NG

2.00 9.50 19.00 19.00 19.19 80.81 NG

3.50 5.30 10.60 10.60 10.79 89.21 NG

5.50 3.40 6.80 6.80 6.99 93.01 OK

8.00 2.30 4.60 4.60 4.79 95.21 OK

14.00 1.30 2.60 2.60 2.79 97.21 OK

1.25 14.70 29.40 29.40 29.506 70.494 NG

2.00 9.50 19.00 19.00 19.106 80.894 NG

3.50 5.30 10.60 10.60 10.706 89.294 NG

5.50 3.40 6.80 6.80 6.906 93.094 OK

8.00 2.30 4.60 4.60 4.706 95.294 OK

14.00 1.30 2.60 2.60 2.706 97.294 OK

1.25 14.70 29.40 29.40 29.468 70.532 NG

2.00 9.50 19.00 19.00 19.068 80.932 NG

3.50 5.30 10.60 10.60 10.668 89.332 NG

5.50 3.40 6.80 6.80 6.868 93.132 OK

8.00 2.30 4.60 4.60 4.668 95.332 OK

14.00 1.30 2.60 2.60 2.668 97.332 OK

1.25 14.70 29.40 29.40 29.446 70.554 NG

2.00 9.50 19.00 19.00 19.046 80.954 NG

3.50 5.30 10.60 10.60 10.646 89.354 NG

5.50 3.40 6.80 6.80 6.846 93.154 OK

8.00 2.30 4.60 4.60 4.646 95.354 OK

14.00 1.30 2.60 2.60 2.646 97.354 OK

1.25 14.70 29.40 29.40 29.426 70.574 NG

2.00 9.50 19.00 19.00 19.026 80.974 NG

3.50 5.30 10.60 10.60 10.626 89.374 NG

5.50 3.40 6.80 6.80 6.826 93.174 OK

8.00 2.30 4.60 4.60 4.626 95.374 OK

14.00 1.30 2.60 2.60 2.626 97.374 OK

0.068

3.5 0.106

14 0.26 0.026

8 0.46 0.046

1.06

5.5 0.68

1.25 2.94 0.294

2 0.191.9
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4.1 配線

下記の図は TGM5 の代表的な端子結線の例です。 配線する場合には、 使用されている製品の納
入仕様書を参照し て く ださい。

図 25: 配線詳細

機器 ・ 各電線シール ド のアース方法立上げ

１

２

３

４

５

６

AC電源

操作スイッチ

１１

１２

７

８

９

１０

１３

2線双方向伝送

+

-

DC4～20mA出力

+

-

DRM9700出力
+

-

１４

１９

２０

１５

１６

１７

１８

２１

HART信号

+

-

接点出力
（ｱﾗｰﾑ）出力 １

+

-

+

-

２２

２３

２４

+

-

+

-

２９

３０

２５

２６

２７

２８

３１

平均温度入力

３２

３３

３４

操作内容
SW1

（端子番号４）
SW２

（端子番号５）
SW３

（端子番号６）

液面計測

巻上げ

停止

タンク底計測

キャンセル

密度計測

界面計測

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFF

OFFON

ON

ON

ON

ON

ON

接点スイッチ

例：TGM５端子表-TGM5 B-2

COM

SW1

SW2

SW3

３５

３６

DC4～20mA入力
+

-

ｽﾎﾟｯﾄ1

ｽﾎﾟｯﾄ1

ｽﾎﾟｯﾄ1

ｽﾎﾟｯﾄ2

ｽﾎﾟｯﾄ2

ｽﾎﾟｯﾄ2

ｽﾎﾟｯﾄ3

ｽﾎﾟｯﾄ3

ｽﾎﾟｯﾄ3

(B)

(ｂ)

（A1)

（A2)

（A3)

（A4)

（A5)

（A6)

（A7)

（A8)

（A9)

（A10)

接点出力
（ｱﾗｰﾑ）出力 2

接点出力
（ｱﾗｰﾑ）出力 3

接点出力
（ｱﾗｰﾑ）出力 4

TGM端子箱

温度計RCV/RCS

５３ｘ温度計NMT   

供給電源

NRF560

接点入力

DC4-20mA入力

接点出力

DC4-20mA出力

DRM9700通信

BCD/桜コード通信

TGM外装をタンクに接地

受信器
双方向2線通信
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ワ イヤ ド ラ ム ・ デ ィ スプレーサの設定手順

1. 配線の確認を行います。

2. AC 電源を投入し ます。

• TGM5 の LCD に約 25 秒後にレベル値が表示されます。

3. HHT2 を接続し MODE 01 　 ITEM 15 のデ ィ スプレーサ操作で、 停止を操作し ます。

4. ワ イヤ ド ラ ムおよびデ ィ スプレーサを取 り 付けます。

5. デ ィ スプレーサの位置が下図の位置に く る よ う にワ イヤ ド ラ ムを手で回し ます。

• マグネ ッ ト カ ッ プ リ ングで 1/5 回転毎に回 り ます。

• TGM5 本体の中にデ ィ スプレーサが入ら ない場合は、基準位置から 400mm の倍数の位置と
な り ます。

図 26: 基準位置

6. 電源投入から約 10 分後に HHT2 を接続し ます。

7. MODE 01 ITEM 16 の操作で、 3 ： 重量表示に切 り 換えます。

8. LCD の g 表示がデ ィ スプレーサ重量 （デ ィ スプレーサに刻印） に対し て ±3g 以内であ る
こ と を確認し ます。

9. HHT2 から MODE 01 ITEM16 の表示切換え操作で 0 ： レベル表示に切 り 換えます。

10. 手順 9） の状態で以下のデータ を確認し ます。

比重測定機能付 TGM5 の確認 ・ 記録

項目 設定 / 条件 設定値 / 内容

液密度 MODE 01 ITEM 10 実際の液密度を設定

波浪遅延時間 MODE 03 ITEM 09 通常 1sec

高感度の場合 重量 ヒ ステ リ シスの値が 0.5g 以下の場合 適合値を選択

ワ イヤ重量 MODE 04 ITEM 01 SUSφ0.2mm ワ イヤで 2.5g/10M

バラ ン ス体積 MODE 04 ITEM 02 通常 20cc ～ 25cc

オーバーテンシ ョ ン MODE 04 ITEM 03 通常 350g

アンダーテンシ ョ ン MODE 04 ITEM 04 通常 50g

重量 ヒ ステ リ シス幅 MODE 04 ITEM 07 通常 0.5g

デ ィ スプレーサ重量 MODE 04 ITEM 08 デ ィ スプレーサの刻印値

デ ィ スプレーサ体積 MODE 04 ITEM 09 デ ィ スプレーサの刻印値

ワ イヤ ド ラ ム補正設定 MODE 04 ITEM 19 ワ イヤ ド ラ ムの刻印値

ワ イヤ径差補正 MODE 04 ITEM 23 ワ イヤの直径 （オーダーコード）

項目 設定 / 条件 設定値 / 内容

比重測定上方向レベル MODE 03 ITEM 07 通常 200mm

比重測定下方向レベル MODE 03 ITEM 08 通常 200mm
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11. HHT2 から MODE 01 ITEM15 のデ ィ スプレーサ操作で測定し、 デ ィ スプレーサを液面でバ
ラ ン ス させます （「4.2 測定操作フ ロー」 参照）。

12. HHT2 から MODE 03 ITEM 04 の指示合わせ操作で実際のレベル値を測定し ます （「4.3 指示
合わせ操作フ ロー」 参照）。

13. HHT2 から MODE 01 ITEM 15 のデ ィ スプレー操作で巻上げを行わないキ ャ リ ブレーシ ョ ン
位置 （上限 リ ミ ッ ト 位置） を確認し ます （「4.4 上限 ・ 下限 リ ミ ッ ト の設定フ ロー」 参照）。

以上で設定手順は終了です。

4.2 測定操作フ ロー

図 27: 測定操作

MODE

ENT

0

ENT

PUSH MODE
HHT-2 ROM Vx.x

MODE NO. 01 TGM
OPERATION  ?

ITEM 15
GAUGE OPE  ?

～OPE (0 D)  0:LEV 0
1:UP  2: STOP ?

ディスプレーサは液面またはタンク底へ向けて下降
。していきます ディスプレーサが液面またはタンク底

、 。に到達し 表示レベルが静止します 
　　　   

ENT
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4.3 指示合わせ操作フ ロー

図 28: 指示合わせ操作

MODE

ENT

ENT

MODE NO. 03 TGM
NO.　1　SET　（LEVEL）?

ITEM NO. 04
SET LEVEL ?

数字キーを使って
所定のレベル値（mm単位）を打ち込みます。　(例)　2000

SET LEVEL (mm)
                         ?

2 0 0 0 ENT

TGM本体のLCD表示が2000に置き換わります

注意！
上限リミットレベルは指示合わせに同期してシフトし、ディ
スプレーサは取付け時と同じ位置で停止します。
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4.4 上限 ・ 下限リ ミ ッ ト の設定フ ロー

図 29: 上限 ・ 下限 リ ミ ッ ト の設定

MODE

ENT

MODE NO. 03 TGM
NO.1　SET (LEVEL)A  ?

ITEM NO. 01
HI - STOP LEVEL ?

上限レベルはX X X X X. Xmmに更新されました。た
だし、ディスプレーサは更新前の状態すなわち停止
したままとなります。更新した上限リミットで止めるた
めには、一度巻下げ（測定にする）てから、再び巻き
上げます。

HI - STOP Y Y Y Y Y. Y
(mm)                         ?

数字キーを使って
所定のレベル値（mm単位）を打ち込みます。　(例)　2000

2 0 0 0 ENT

HI - STOP 0 8 5 0 0.  0
(mm)                        ?
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5 本体表示

M5 の特徴 と し て本体のデータ表示に照明機能付、 高輝度 LCD デ ィ スプレ イ を採用し、 計測値
だけでな く コード によ る機器動作状態、 ア ラーム状態などを文字表示する こ と ができ ます。

• 表示桁数 ： 16 桁 ×2 行

• 表示内容 ： レベル、 温度、 デ ィ スプレーサ ステータ ス、 ゲージス  テータ ス

TGM5 デ ィ スプレ イ
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6 操作 ・ 設定機器

6.1 HHT2 （ハン ド ヘルド ター ミ ナル）

TGM5 の操作、 設定および調整には、 HHT2( ハン ドヘル ド ター ミ ナル ) を使用し て簡単に行 う こ
と ができ ます。
HHT2 のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン 5.0 以降が必要 と な り ます。

注意！
TGM5 操作用の HHT2( ハン ドヘルド ター ミ ナル ) は、 TGM5 本体には付属されていません。 必
要な場合には、 別途注文し て く ださい。

図 30: HHT2 （ハン ドヘル ド ター ミ ナル）
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7 メ ンテナンス

TGM5 は、 特別な メ ンテナン スは必要あ り ません。

7.1 外部清掃

TGM5 の外部を清掃する場合は、 ハウジング と シールの表面を傷つけないよ う に、 洗浄剤を使
用し て清掃し て く ださい。

7.2 シール交換

TGM5 の O リ ングは、 特に成形シール （無菌構造） を使用し ている場合、 定期的に交換し
なければな り ません。 交換期間は、 洗浄の頻度、 被測定物質の温度または洗浄温度によ って異
な り ます。

7.3 修理

エン ド レ スハウザーの修理コ ンセプ ト と し て、 お客様自身で修理が行え る こ と を前提 と し、 計
測機器はモジ ュール方式の設計を採用し ています ( 「10.6 　 スペアパーツ」 を参照 )。 サービ ス
およびスペアパーツの詳細については、 弊社のサービ ス部門に問い合わせて く ださい。

7.4 防爆認定機器の修理

防爆認定機器の修理を行 う と きには、 以下の事柄に注意し て く ださい。

• 訓練を積んだ作業員も し く はエン ド レ スハウザーのサービ ス部門以外は、 防爆認定機器の修
理を行 う こ と が認められません。

• 普及し ている基準、 Ex 分野の国内規制、 セーフテ ィ イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン （XA）、 および認定
証に準拠し て く ださい。

• エン ド レ スハウザー純正のスペアパーツのみを使用し て く ださい。

• スペアパーツを発注する際には、 ネームプレー ト にあ る機器の仕様コード を確認し て く ださ
い。 必ず同じ仕様コード の部品に交換し て く ださい。

• 修理は、 指示に従って行って く ださい。 修理の完了時には、 当該機器に対し て所定のルーチ
ンテス ト を実施し て く ださい。

• 認定機器を別種の認定機器に改変でき るのはエン ド レ スハウザーだけです。

• すべての修理作業および改変を文書化し て く ださい。
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8 アクセサリ

8.1 キャ リ ブレーシ ョ ンチャ ンバー

TGM5 の技術仕様書を参照し て く ださい。
NHC4HP ： 高圧用
NHC4LP ： 低圧用

図 31: キ ャ リ ブレーシ ョ ンチャ ンバー

8.2 電源 + コ ン ト ロールスイ ッ チ

NHS8

図 32: 電源 ・ コ ン ト ロールス イ ッ チ
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8.3 ボールバルブ

NHV4A: ANSI フ ラ ンジ標準ボールバルブ
NHV4J: JIS フ ラ ンジ標準ボールバルブ

図 33: ボールバルブ

8.4 レデュースフ ラ ンジ

NHF4

図 34: レデュース フ ラ ンジ
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9 オプシ ョ ン

9.1 モジュール

TGM5 は各種オプシ ョ ンモジュールが用意されていまいます。 必要に応じ てモジュールを実装
する こ と によ り 、 さ まざまな要求仕様を経済的に構築する こ と ができ ます。

9.2 モジュールの種類

注意！
入出力モジュールの調整および操作については、 別冊 「TGM5 モジュール取扱説明書」 を参照
し て く ださい。

名称 機能 サイ ズ
標準使用

端子数
備考

Main CPU - A CPU モジ ュール A( 大 ) 6 必ず 1 枚実装する

M-Cont-A CPU モジ ュール C( 小 ) 0 必ず 1 枚実装する

Exp - A 双方向直列デジ タルパル

ス ２ 線伝送

A( 大 ) 2

8 
8 

接点出力 （ア ラーム） 　 　 4 点

接点入力 ( ステータ ス ) 　 4 点

Thermo - A 平均温度計

スポ ッ ト 温度計

A( 大 ) 12

3

平均 ・ スポ ッ ト 温度計用

DAC - 1 4 ～ 20mA アナロ グ出力 C( 小 ) 2 2 枚実装可能

OUT- 3/4 BCD パラ レル出力

サク ラ コード

B( 中 ) 18 OUT-3 ( ｺﾚｸﾀｺﾓﾝ )

OUT-4 ( ｴﾐｯﾀｺﾓﾝ )

OUT - 2 接点出力 ( ア ラーム ) C( 小 ) 8 標準 4 点 ( 最大 8 点 )

ADC - 2 DC 4 ～ 20mA アナロ グ信

号入力

C( 小 ) 2 ２ 線伝送ボード仕様の場合の

み使用可

ODC - 1 光通信 ( 双方向半 2 重 ) 光

デジ タルパルス

C( 小 ) 0

INT - 2 接点入力 ( ステータ ス ) C( 小 ) 16 2 線伝送ボード仕様の場合の

み使用可 ( 最大 8 点 )

INT - 1 接点入力 ( ステータ ス ) C( 小 ) 8 2 線伝送ボード仕様の場合の

み使用可 ( 最大 4 点 )

DRMM - A DRM 通信 C( 小 ) 2
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10 ト ラ ブルシューテ ィ ング

10.1 エ ラー メ ッ セージ

図 35: エラー メ ッ セージ

注意！

• エラー メ ッ セージ表示エ リ アには、 複数のエラーが同時に発生し た場合、 優先度 の高いエ
ラー メ ッ セージを表示し ます。

• エラーコード表示エ リ アには、 現在発生し ている全てのエラービ ッ ト 値を 10 進数に変換し た
値を表示し ます。

図 36: 画面例 ： 追従エラー

ER:XXXXXXXXXXXXX
9999999 9999999

*2Main_CPU
エラーコード

*2M_Cont
エラーコード

*1エラーメッセージ表示エリア

10進表示 ０００４６０８ ００００１３６

2進表示に変換 １００１０００００００００ １０００１０００

EXT 12Vエラー

新温度システム
エラー

１０００００００００ ００００1０００

１００００００００００００ １０００００００

（追従エラー）

（EXT 12Vエラー）
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10.2 エラー メ ッ セージ一覧表

M_Cont 側

Main_CPU_A 側

エラー メ ッ セージ エラービ ッ ト エラー内容 原因 対処方法

ER: MOTOR 0 x 08 追従エラー
モータ駆動およびフ ィ ード バッ ク関

係の異状

モータ駆動およびフ ィ ード バッ ク

関係の確認 ・ 交換

ER: HALL-A&B 0 x 60 ホール素子 A&B 重量計測関係の異状 重量計測関係の確認 ・ 交換

ER: HALL-A 0 x 20 ホール素子 A ホール A の重量計測関係の異状
ホール A の重量計測関係の確認 ・

交換

ER: HALL-B 0 x 40 ホール素子 B ホール B の重量計測関係の異状
ホール B の重量計測関係の確認 ・

交換

ER: OVER TENSION 0 x 01 オーバーテンシ ョ ン
デ ィ スプレーサの拘束 ・ 重量計測関

係の異状

デ ィ スプレーサ ・ 重量計測関係の

確認 ・ 交換

ER: UNDER TENSION 0 x 02 アンダーテンシ ョ ン ワ イ ヤの切断 ・ 重量計測関係の異状
ワ イ ヤ ・ 重量計測関係の確認 ・ 交

換

ER: UNDER TENSION 0 x 200 EEROM リ ード / ラ イ ト メ モ リ ー不良 CPU ボード の交換

ER: M-CONT_DEVICE 0 x 400 CPU 通信間 CPU 間ケーブルの切断 ・ CPU の故障 CPU ボード の交換

ER: 12V-EXT 0 x 80 EXT12V 電圧低下 電源部の確認 ・ 交換

ER: 12V+INT 0 x 100 INT+12V 電圧低下 電源部の確認 ・ 交換

ER: 12V-INT 0 x 800 INT-12V 電圧低下 電源部の確認 ・ 交換

ER: ENCODER 0 x 04 カ ウ ン ターエラー カ ウ ン タ不良 カ ウ ン タの確認 ・ 交換

ER: ENCODER 0 x 10 連続性チェ ッ ク エラー カ ウ ン タ不良 ・ 駆動関係の不良 カ ウ ン タの確認 ・ 交換

エラー メ ッ セージ エラービ ッ ト エラー内容 原因 対処方法

ER: M-CPU_SRAM 0 x 2000 SRAM メ モ リ ー不良 CPU ボード の交換

ER: M-CPU_EEROM 0 x 100 EEROM メ モ リ ー不良 CPU ボード の交換

ER: M-CPU_ 0 x 800 CPU 通信間 CPU 間ケーブルの切断 ・ CPU の故障
ケーブルの断絶 ・ 電源部の確認 ・

交換

ER: 12V-EXT 0 x 200 EXT12V 電圧低下 電源部の確認 ・ 交換

ER: 12V-INT 0 x 400 INT12V 電圧低下 電源部の確認 ・ 交換

ER: NMT_COM 0 x 01 NMT 通信エラー HART 通信の異状 NMT ・ HART 回路の確認

ER: NRF_COM 0 x 04 NRF 通信エラー HART 通信の異状 NRF ・ HART 回路の確認

ER: HERMO 0 x 1000 新温度システムエラー 素子異状 ・ ADC ボード不良 素子 ・ ADC ボード の確認
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10.3 スペアパーツ

スペアパーツはキ ッ ト になっています。 機器に関する スペアパーツのオーダー番号は以下の図
と表で確認でき ます。 詳細については、 最寄 り のエン ド レ スハウザージャパンに問い合わせて
く ださい。

図 37: スペアパーツ

TGM5-6

TGM5-0/5-4

TGM5-A

11

11

11

11

11

11

11

1111

21

21

21

21

31

52

52

52

53

52

52

54

53

54

55
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スペアパーツ一覧

部品コード 部品名 部品コード 部品名

11 　 O リ ング 51 　 検出部 ・ サーボユニ ッ ト

017880-5025 O リ ング ・ 本体 ・ NBR 70100108 検出部 ・ AC100V

017880-5026 O リ ング ・ 端子箱 ・ 小 ・ NBR 70100109 検出部 ・ AC110V

017853-5018 O リ ング ・ ド ラ ム室 ・ NBR 70100110 検出部 ・ AC200V

017853-5020 O リ ング ・ ド ラ ム室 ・ PTFE 70100111 検出部 ・ AC220V

017853-5019 O リ ング ・ 電子部 ・ CR 52 　 ド ラ ムハウジングブ ラ ケ ッ ト

017853-5013 O リ ング ・ 校正窓 ・ NBR 017800-0221 ド ラ ム軸受け メ タル ・ PTFE

017853-5014 O リ ング ・ 校正窓 ・ PTFE 56004894 ド ラ ム軸受けブラ ケ ッ ト ・ 低圧 ・ アル ミ ニウ ム

21 　 カバー 56004895 ド ラ ム軸受けブラ ケ ッ ト ・ サニ タ リ ・ SS

56004839 ト ス リ ン ク ・ 光フ ァ イバー ・ グ ラ ン ド蓋 56004896 ド ラ ム軸受けブラ ケ ッ ト ・ 高圧 SS

56004897 窓 ・ ブ ラ イ ン ド ・ 中低圧 ・ アル ミ ニウ ム 53 　 ワ イ ヤ ド ラ ム

56004900 校正窓 ・ 低中圧 ・ アル ミ ニウ ム 56004903 ワ イ ヤ ド ラ ム ・ 10m ・ 0.2 ・ SS ワ イヤ

56004898 校正窓 ・ ブラ イ ン ド ・ サニタ リ ・ SS 56004904 ワ イ ヤ ド ラ ム ・ 16m ・ 0.2 ・ SS ワ イヤ + リ ング付

56004901 校正窓 ・ サニタ リ ・ SS 56004905 ワ イ ヤ ド ラ ム ・ 30m ・ 0.2 ・ SS ワ イヤ

56004899 校正窓 ・ ブラ イ ン ド ・ 高圧 ・ SS 56004906 ワ イ ヤ ド ラ ム ・ 50m ・ 0.15 ・ SS ワ イ ヤ + リ ング

56004902 校正窓 ・ 高圧 ・ SS 56004907 ワ イ ヤ ド ラ ム ・ 10m ・ 0.4 ・ PTFE 被覆ワ イヤ

71134094 カバー ・ 電気室 56004908 ワ イ ヤ ド ラ ム ・ 0.4m ・ ワ イ ヤ用 16m

30 　 A/D ユニ ッ ト 54 　 測定ワ イヤ

71133080 レベル A7D コ ンバータ一式 56004909 測定ワ イヤ ・ 0.2m ・ SS ・ 16m

31 　 基板 56004404 測定ワ イヤ ・ 0.2m ・ SS ・ 30m

71125581 メ イ ン CPU-A ・ ソ フ ト ウ ェア 1.12 56004910 測定ワ イヤ ・ 0.15m ・ SS ・ 50m

71071656 メ イ ン CPU-A 基板 /FFi 光通信 56004911 測定ワ イヤ ・ 0.4m ・ PTFE 被覆 ・ 10m

56004890 基板 M-Cont-A 56004912 測定ワ イヤ ・ 0.4m ・ PTFE 被覆 ・ 16m

56004891 基板 Exp-A 56004913 測定ワ イヤ ・ 0.2m ・ ア ロ イ C ・ 10m

56004892 温度変換基盤 Thermo-A 56004914 測定ワ イヤ ・ 0.2m ・ ア ロ イ C ・ 16m

70105997 基盤 DRMM-A 71134073 測定ワ イヤ ・ 0.2m ・ ア ロ イ C ・ 32m

017853-1708 出力モジュール （OUT2） 警報 017800-0241 測定ワ イヤ接続 リ ング ・ 316

017853-1709
出力モジュール （OUT3） 55 　 デ ィ スプレーサ

BCD パラ レルコ レ ク タ コモン 56004915 デ ィ スプレーサ ・ 70mm ・ 円錐型 ・ 標準

017853-1710
出力モジュール （OUT4） 71134066 デ ィ スプレーサ ・ 70mm ・ 円錐型 ・ SUS316 リ ング付

BCD パラ レルエ ミ ッ タ コモン 56004916 デ ィ スプレーサ ・ 50mm ・ 枕型 ・ SUS316

017853-6307 ADC-2 ・ 入力モジ ュール 4...20mA 56004917 デ ィ スプレーサ ・ 50mm ・ 球形 ・ SUS316

017853-6308 DAC-1 ・ 4...20mA 出力モジ ュール 56004918 デ ィ スプレーサ ・ 30mm ・ 枕型 ・ SUS316

017870-0836 入力モジュール （INT2） 56004919 デ ィ スプレーサ ・ 70mm ・ 円錐型 ・ PTFE 被覆

56004439 ODC-1 ・ Ffi 通信ド ラ イバー 56004920 デ ィ スプレーサ ・ 50mm ・ 枕型 ・ PTFE ソ リ ッ ド

32 　 コ ンデンサ 75 　 ア ク セサ リ

71120185 1x コ ンデンサ （EMC フ ィ ルタ） 71134095 ワ イ ヤフ ッ ク ・ SUS304 ・ L=100

33 　 コネ ク タ ・ ケーブル 71134096 ワ イ ヤフ ッ ク ・ SS400 ・ L=100

017853-1826 光フ ァ イバーケーブル ・ 1m
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10.4 修理依頼

修理または校正のために機器を弊社に返却する前には、 以下の処置を行 う 必要があ り ます。

• 付着し ている残留物はすべて取 り 除いて く ださい。

• 測定物が侵入する恐れのあ るパッ キンの隙間と溝を十分に確認し て く ださ い。 測定物が、 腐
食性、 毒性、 発癌性または放射性があ る など、 健康に対する リ ス ク を呈する場合には、 特に
重要です。

• 「洗浄証明書」 に記入の上、 機器に添付し て く ださい （「洗浄証明書」 の原紙は、 本説明書の巻
頭にあ り ます）。 これによ り 、 弊社では返品された機器を輸送、 検査および修理し ます。

• 必要に応じ て、 （例 ： EN 91/ 155/ EEC1 に準拠し た安全データ シー ト など） 特殊取扱指示を同
梱し て く ださい。

以下について も明記し て く ださい。

• アプ リ ケーシ ョ ンの正確な記述

• 測定物の化学的および物理的特性

• 発生し たエラーについての簡単な説明 （可能な らエラーコード を明記）

• 機器の稼働時間

注意！
この取扱説明書の巻頭に 「安全 / 洗浄確認依頼書」 があ り ます。

警告！

• 有害物質が本体の傷の間やプラ スチッ ク材全体に浸透し ている可能性があ り ます。 本体を返
送し て修理を依頼される場合には、 このよ う な危険物質が完全に除去されていなければ受理
いた しかねます。

• 洗浄の不完全な機器は、 廃棄物処理の対象と なった り 、 従業員の人体を害する ( 火傷など ) こ
と があ り ます。 これが原因で発生する費用は、 すべて機器の運用者が負担する こ と になるの
で、 注意し て く ださい。

10.5 廃棄

材質の異な る製品構成部品は分別し て廃棄し て く ださい。
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10.6 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

Main-CPU-A

M-Cont-A

10.7 エン ド レスハウザー ジャパン株式会社の連絡先 

エン ド レ スハウザージャパン ( 株 ) の住所は、 本取扱説明書の裏表紙に記載されています。 質問
等については、 弊社ヘルプデス ク、 最寄の弊社営業所、 または代理店に問い合わせて く ださい。

ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン ・ 日付 ソ フ ト ウ ェ アの変更 ド キ ュ メ ン ト の変更

V1.00, 2004.09.14 オ リ ジナル リ リ ース TI047N/08/ja/09.04

V1.02, 2004.10.14 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.03, 2004.11.26 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.04, 2005.01.07 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.05, 2005.05.18 ソ フ ト ウ ェ アの変更 BA029N/08/ja/05.05

V1.06, 2005.06.17 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.07, 2006.11.07 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.11, 2009.07.09 ソ フ ト ウ ェ アの変更 BA029N/08/ja/07.09

V1.11, 2009.09.14 ソ フ ト ウ ェ アの変更 BA029N/08/ja/08.09

V1.12, 2010.08.27 ソ フ ト ウ ェ アの変更 BA00415G/08/JA/02.13

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン ・ データ ソ フ ト ウ ェ アの変更 ド キ ュ メ ン ト の変更

V1.00, 2004.09.14 オ リ ジナル リ リ ース TI047N/08/ja/09.04

V1.01, 2005.01.07 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.02, 2005.06.16 ソ フ ト ウ ェ アの変更 BA029N/08/ja/05.05

V1.03, 2005.08.03 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.04, 2005.08.19 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.05, 2005.09.27 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.06, 2006.10.12 ソ フ ト ウ ェ アの変更

V1.10, 2009.09.14 ソ フ ト ウ ェ アの変更 BA029N/08/ja/08.09
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11 技術データ

測定レ ンジ 0 ～ 16m ： φ0.4 ワ イヤ , 　 テフ ロ ン被覆 　
0 ～ 30m ： φ0.2 ワ イヤ 　
0 ～ 50m ： φ0.15 ワ イヤ 　

測定可能密度 0.500 ～ 2.00g/cm3

自己診断機能 通信状態診断、 ステータ ス状態診断

液面追従速度 0 ～ 1,500 mm/ 分 

表示方式 バッ ク ラ イ ト LCD ( レベル、 温度状態を同時表示 )

操作 HHT2 （ハン ドヘルド ター ミ ナル） または外部操作接点入力

液面界面計測精度 液面レベル : ±0.9 mm ( 測定レ ンジ =10 m, 液体の密度 =1.0g/cm3 
デ ィ スプレーサ φ70 mm、 円錐形 )
界面レベル ： ±2.9 mm ( 測定レ ンジ =10 m, 液体の密度差 =0.2g/cm3

デ ィ スプレーサ φ 70 mm、 円錐形 )

密度計測精度 ±0.02g/cm3 未満

電源 AC60/100/110/200/220V ±10％, 50/60 Hz 　

消費電力 最大 23VA

避雷器 標準装備

周囲温度 -20 ～ +60 ℃ （非防爆）
-10 ～ +60 ℃ （防爆）

液体温度 -200 ～ +200 ℃

本体使用圧力
材質 / 質量

注意！
JIS 10K / ANSI 150lbs / DN80 PN10 / JPI 150lbs の最高使用圧力は、
0.98MPa と な り ます。

保護等級 IP65

防爆認定 TIIS...d2G4

塗装色 本体部 ： ラ イ ト ブルー (RAL5012) ； 蓋 ： 白 (RAL7035)

入出力仕様 ｢技術仕様書 　 TI00461G」 を参照し て く ださい。
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12 付録

12.1 測定ワイヤの交換

ワイヤ ド ラムにワイヤを巻 く 手順

1. ワ イヤ保管用にサイ ズ約 300mm(W ) x 300mm(d ) x 50mm( ｈ ) の箱を用意し ます。

2. プラ ステ ィ ッ ク製の袋から測定ワ イヤを取 り 出し ます。

3. ねじ ら ないよ う に箱にワ イヤを収納し ます。

4. ワ イヤ ド ラ ムの溝の穴にワ イヤの終端を収納し ます。

5. ネジでワ イヤの終端を固定し ます。

6. 椅子に座 り ます。

7. 左手で ド ラ ムを し っか り 握 り 、 親指でワ イヤを押さ えます。

8. 右手の親指と人さ し指でワ イヤを掴みます。

9. ワ イヤを し っか り 引っ張って固定し ます。

10. 左手の親指で押さ えながら ワ イヤ ド ラ ムを回転させ、 溝にワ イヤを巻きつけます。

以上でワ イヤを巻 く 手順は終了です。

図 38: 測定ワ イ ヤ
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ワイヤの固定手順

1. 机にワ イヤ ド ラ ムを置き、 500mm のマスキングテープでワ イヤを固定し ます。

図 39: ワ イヤ ド ラ ム

2. ド ラ ムに向かってワ イヤを ２ 回 リ ングに巻き ます。

3. 10 回ワ イヤを巻き ます。

4. 三角形の間隔を維持し ながら、 矢印 A の方向へ 10 回ワ イヤを巻き ます。

5. 矢印 B の方向へ 10 回ワ イヤを巻き ます。

• この と き一定の張力を リ ングにかけ続けます。

6. 再度 リ ングに 10 回ワ イヤを巻き ます。

7. 矢印 C の方向へ 10 回ワ イヤを巻き ます。

8. 矢印 D の方向へ 10 回ワ イヤを巻き ます。

• ワ イヤをデ ィ スプレーサに取 り 付ける ために、 100mm ～ 200mm 程度余分に残し ておき ま
す。

以上でワ イヤの固定手順は終了です。

図 40: ワ イヤの固定

手順 2

三角形の間隔を維持

矢印
 A

矢印
 B

一定の張力をかける。

手順 6

手順 3～5

矢印
 C

矢印
 D

100mm～200mm手順 7～8
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12.2 デ ィ スプレーサ

図 41: デ ィ スプレーサ
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71231963

FM+XML/DITA 11.0

●機器調整 ( 新規調整 ・ 再調整 ・ 故障 ) 不適合に関するお問い合わせ
サービス部サービスデスク課

〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919   Fax. 042(314)1941

■計量器製造業登録工場 　 ■特定建設業認定工場許可 （電気工事業 ・ 電気通信工事業）

■仙台サービス ■東京サービス ■小倉サービス
〒 980-3125 　 仙台市泉区みずほ台 　 12-5
Tel.  022 (371) 2511    Fax.  022 (371) 2514

〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3
Tel.  042 (314) 1912    Fax.  042 (314) 1941

〒 802-0804 　 北九州市小倉南区下城野 2-3-6
Tel.  093 (932) 7700    Fax.  093 (932) 7701

■新潟サービス ■名古屋サービス ■水島サービス
〒 950-0923 　 新潟市中央区姥ヶ山 4-11-18
Tel.  025 (286) 5905    Fax.  025 (286) 5906

〒 461-0034 　 名古屋市東区豊前町 2-28-1
Tel.  052 (930) 5300   Fax.  052 (937) 1180

〒 712-8061 　 倉敷市神田 　 1-5-5
Tel.  086 (445) 0611    Fax.  086 (448) 1464

■千葉サービス ■大阪サービス ■徳山サービス
〒 290-0054 　 市川市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ
Tel.  0436 (23) 4601    Fax.  0436 (21) 9364

〒 564-0042 　 吹田市穂波町 26-4
Tel.  06 (6389) 8511    Fax. 06 （6389) 8182

〒 745-0814 　 周南市鼓海 2-118-46
Tel.  0834 (64) 6231    Fax.  0834 (25) 6232

本書を無断で転載、 複製、 改変する こ と を禁止し ます。
記載内容は、 予告な しに変更される こ と があ り ます。
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